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小林浩二：

「野外観察のための植物図譜

―新潟市とその周辺―」によせて

檀功を知る選びは、私たちの身の周りに見られる草花に

心を留めて、念入りに観察することによってはじめて感じ

るようになる。コンクリートに固められた市街地の中心部

でも足を止めて見渡すと、僅かなブロックの隙間や敷石の

問に議の'接ぎを見ることができるし、市街地を流れる

川の土手や水辺に近づくと、その様の蛍が多くなり、多様

な形をもつれ雑ざに出会うこともできる。''蕃酎㌢とい

われるどんな小さい植物もちゃんとした名前がつけられて

おり、自然界を構成する一月であって、おかれた環境の中

でその役割を果している。”雑草”に近づき、それに目を

向けると名を知りたくなる。花や実のつくりや働きなども

詳しく調べてみたくなる◎しかし、何の手がかりもなく雑

草の名を知るには貫難が伴うも植物図鑑を一ページごと丹

念にめくって比較して見るのもよいが、極めて能率が悪い。

似ているものが多数並んでいると面倒になって途中で挫折

してしまう。身近な植物に興味を持った方々に、名を調べ

ることで亭聾に投に立つものがあれば、途中で挫折しなく

てすむ。その手助けを目的として刊行されたのが、「野外観

寮のための植物図譜」である。

萱着の小林浩二氏は新潟市

に住み、玄関前に喋くような

撞坊を取り上げて、それを電

視な練直で措き続けてこられ

た。「塵も詰れば山となる」

の諒のように生善た植物を丹

念に竃葉して多くの図版を完

現させてきた。その図版をそ

のまま、毒盗巌にして埋もれる

させるのは鰭しいとの関係者

の読めもあり、また少しでも

関心の為る方々に役立ていた

だければとの汚いから、150

謹要の草本だけ（本になるも

のは除いて）を一冊の図譜に

まとめて、出版に踏みきっ

ノ_ち

図譜の構成は一つの碩功に

つかで、（1）全形を示す囲、

控　花・真実・種子1莞・茎

など必要に応じてそれぞれの

蟹缶を示す瓦を蒜壷、rl〕・

佗　み両者を抱合せて一校の

鼠軌こまとめてある与とかく

管物の富強孟節色の・もむが分

かりやすいと思いがちである

が、色の釦、ている図版は如郡の構造が分りにくい場合が

多い。植物の細かい形態を知るには、正確に描かれた線画

の方が比較するのに分りやすいので、図版は全て線画で描

かれている。また、図譜の見聞きのページには、できるだ

け潮脱した形態をもつ近縁な植物を対照させているので、左

右を見比べてみると二種類の区別が容易にできるように配

慮してある。加えて、巻末には形態的な特徴、近接樋との

比較、生育地の状況、新しい知見などについても解説して

ある。

道ばたの植物とこの図譜と巷対比させて、どんなの雑草”

でもれっきとしだ'名”があることを知り、自然を構成す

る一員に胡しんで頂きたい。地球上で共同生活している隣

人であるという認識にたてば、その保証の必要性が生じて

くるであろう。荘近、世界規模で自然環境が問題になって

いるが、身の周りの植物に接することにより、身近な生活

環境の変化を察知する手段にもつながる。野の草花にも目

を向け、共存のからくり・を採って行くことが、身近な自然

への理解とその保護につながると信ずる。その手助けをす

る書物としても多くの方々に利用して頂きたいと願ってい

る。，蛇足であるが、多くの時間を蟄した作品であるのに、出

版にかかった経翼の芙餞で配布することからも筆者の自然

への理解を求める願いがこめられている。

〔出版案内参照〕 （石　沢　　　進〕
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